
メリット デメリット

 副作用はない・完治可能・併発の  自費・日本国内では当院のなので、

 症状があれば同時に可能  遠方の方には不便なところにある

　西洋医学  （併発症状の例：緊張し易い、拘り強い、  （遠方の方用集中治療をご参考

 発達障害、おねしょ、パニック障害、ADHD、  　下さい。）

 起立性調節障害等）・再発しない・軽症

 から重症まで対応可能・こどもから成人

  まで対応可能

 保険適用・病院の数が多い為通いやすい  抗精神病薬の投薬・治らない・

 完治しない・副作用が多い

　現代中国医学  長い期間の服用で多くの副作用が

　オーダーメイド治療  出現・中にはチック症の症状と

 同じような副作用がある為、

 チックの症状なのか薬の副作用

 なのか区別がつかなくなる・

 更に治りが悪くなる


